
幕
末
・
明
治
期
の
乙
訓
歌
壇

―
―
宇
田
家
所
蔵
短
冊
を
も
と
に
―
―

新
　
　
稲
　
　
法
　
　
子

一　

は
じ
め
に

　

乙
訓
地
方
で
栄
え
た
さ
ま
ざ
ま
な
文
学
の
う
ち
、
和
歌
に
関

し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
長
岡
に
領
地
を
持
っ
て
い
た
細

川
幽
齋
と
古
今
伝
授
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
近
世
後
期
か
ら
は

乙
訓
の
一
般
の
人
々
の
間
で
も
盛
ん
に
和
歌
が
詠
ま
れ
る
よ
う

に
な
り
、
歌
壇
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
の
、
い
わ
ば
乙
訓
歌
壇
の
形
成
に
最
も
貢
献
し
た
の
は
、

向
日
神
社
の
神
官
六む
と
べ
よ
し
か

人
部
是
香
（
篶す
ず
の
や舎
）
で
あ
る
。
是
香
は
平

田
派
の
国
学
者
で
あ
り
、
歌
学
に
通
じ
、
和
歌
に
も
造
詣
が
深

か
っ
た
。
京
都
に
神
習
舎
を
開
き
、
文
人
や
貴
顕
と
も
交
流
が

あ
っ
た
是
香
は
、
京
都
の
文
雅
を
乙
訓
に
も
た
ら
す
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
た
。

　

佐
佐
木
信
綱
は
『
歌
学
論
叢（
１
）』
に
お
い
て
、
六
人
部
是
香
に

一
章
を
割
い
て
高
く
評
価
し
て
い
る
が
、
こ
れ
以
降
、
是
香
の

歌
学
と
和
歌
に
関
す
る
目
立
っ
た
研
究
は
な
く
、
是
香
を
中
心

と
す
る
乙
訓
の
人
々
の
和
歌
に
つ
い
て
も
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ

て
い
な
い
。
同
時
期
の
乙
訓
の
漢
詩
に
つ
い
て
は
『
西
岡
風

雅（
２
）』
と
い
う
詩
集
が
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
和
歌
に
つ
い
て
は

そ
れ
に
当
た
る
も
の
も
存
在
し
な
い
た
め
、
そ
も
そ
も
ど
の
よ

う
な
作
品
が
詠
ま
れ
て
い
た
か
を
知
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
で

あ
る
。
乙
訓
歌
壇
を
和
歌
史
に
位
置
づ
け
る
た
め
に
は
、
ま
ず

残
さ
れ
た
史
料
を
調
査
し
て
散
逸
か
ら
守
り
、
研
究
者
に
向
け

て
公
開
し
て
い
く
こ
と
が
必
須
で
あ
ろ
う
。
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筆
者
は
長
岡
京
市
の
宇
田
家
に
伝
わ
る
史
料
を
調
査
す
る
機

会
を
得
、
幕
末
か
ら
大
正
期
に
至
る
短
冊
五
百
枚
余
を
閲
覧
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
乙
訓
を
代
表
す
る
名
家
の
一
つ
で
あ
る
宇

田
家
で
ど
の
よ
う
な
和
歌
が
詠
ま
れ
て
い
た
か
を
知
る
こ
と
が

で
き
た
。

　

本
稿
は
そ
の
内
容
を
報
告
し
、
併
せ
て
宇
田
家
の
人
々
が
ど

の
よ
う
な
折
に
ど
の
よ
う
な
形
で
和
歌
を
詠
ん
で
い
た
の
か
、

ま
た
和
歌
の
指
導
に
は
誰
が
当
た
っ
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
し
、

乙
訓
歌
壇
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

二　

近
世
後
期
の
乙
訓
歌
壇

　

六
人
部
是
香
を
中
心
と
す
る
近
世
後
期
の
乙
訓
歌
壇
に
つ
い

て
、
そ
の
概
略
を
述
べ
て
お
こ
う
。

　
『
平
安
人
物
志
』
に
倣
っ
て
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
『
向

日
里
人
物
志（
３
）』

に
は
、
向
日
町
を
中
心
と
し
た
乙
訓
の
人
々
が

学
芸
の
分
野
別
に
記
さ
れ
て
い
る
。
学
芸
は
和
歌
が
最
も
多
く
、

記
載
さ
れ
て
い
る
述
べ
百
五
十
一
名
、
実
数
七
十
一
名
の
う
ち

次
の
十
九
名
に
上
る
（
判
読
不
能
一
名
を
除
く
）。

　
　

六
人
部
是
香　

源
清
陽
（
隅
田
清
陽
）　

岡
本
宣
盛

　
　

中
小
路
宗
孝　

大
江
真
船　

高
橋
春
忠　

六
戸
部
節
香

　
　

岡
本
宣
顕　

長
谷
川
儀
忠　

岡
崎
安
忠　

服
部
清
忠

　
　

源
水
穂
（
咲
良
廼
居
）　

上
田
俊
熙
（
藤
原
）　

釈
融
海

　
　

源
家
清　

宇
田
耕
（
藤
原
利
起
）　

岡
田
義
方

　
　

岡
田
義
達
（
義
道
）　

杉
森
政
忠

こ
れ
ら
の
人
々
は
和
歌
の
他
に
書
や
茶
道
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
部

に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
い
ま
文
芸
に
関
係
す
る
も
の
に
つ
い

て
だ
け
い
え
ば
、
六
人
部
是
香
か
ら
高
橋
春
忠
ま
で
の
六
名
は

和
学
、
六
人
部
是
香
と
大
江
真
船
の
二
名
は
和
音
訓
、
源
清
陽
・

岡
本
宣
盛
・
大
江
真
船
・
岡
本
宣
顕
・
源
家
清
・
宇
田
耕
は
連

歌
、
源
清
陽
と
源
家
清
は
発
句
師
、
源
清
陽
・
岡
本
宣
盛
・
岡

本
宣
顕
は
俳
諧
の
部
に
も
名
が
挙
が
っ
て
い
る
。

　

乙
訓
歌
壇
と
い
う
も
の
を
考
え
る
と
き
、『
向
日
町
人
物
志
』

和
歌
の
部
に
名
前
の
挙
が
っ
て
い
る
こ
れ
ら
の
人
々
が
、
そ
の

主
な
構
成
員
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
以
下
、
一
部
で
は
あ

る
が
簡
単
に
紹
介
し
た
い
。
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ま
ず
、
六む

人と

部べ

是よ
し

香か

（
一
七
九
八
～
一
八
六
三
）
は
先
述
し

た
向
日
神
社
の
神
官
で
あ
る
。
是
香
は
幼
く
し
て
父
忠
篤
を
亡

く
し
、
伯
父
に
当
た
る
向
日
神
社
神
官
六
人
部
節
香
（
同
じ
く

『
向
日
里
人
物
志
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
）
の
養
子
と
な
っ
た
。

文
政
六
年
、
江
戸
に
出
て
平
田
篤
胤
に
学
び
、
関
西
に
お
け
る

平
田
派
の
重
鎮
と
目
さ
れ
た
。『
顕
幽
順
考
論
』
等
の
著
作
が

あ
り
、
孝
明
天
皇
に
も
進
講
し
た
。
子
の
是
房
に
家
職
を
譲
っ

て
か
ら
は
、
京
都
の
三
本
木
に
神
習
舎
を
開
い
て
い
る
。

　

是
香
の
学
問
は
歌
学
に
も
及
び
、
そ
の
著
書
に
『
長
歌
玉
琴
』

『
古
今
集
撰
緝
考
』『
古
今
集
仮
字
序
真
字
序
論
』
な
ど
の
歌
学

書
、
長
歌
集
『
篶す
ず
の
ゆ
う
し
で

廼
木
綿
垂
』
が
あ
る
。

　

山
中
芳
和
に
よ
る
と
、
是
香
が
嘉
永
六
年
に
著
し
た
『
日
向

国
神
蹟
考
』
に
「
そ
も
そ
も
予
が
学
文
を
し
さ
ま
は
、
は
し
め

の
ほ
と
藤
垣
内
大
人
（
割
注
・
本
居
大
平
）
随
ひ
て
、
常
に
都

の
奴
傳
舎
に
集
ふ
輩
と
親
し
く
交
り
し
が
」
と
あ
っ
て
、
是
香

が
篤
胤
入
門
以
前
に
本
居
大
平
門
人
で
あ
っ
た
こ
と
、
城
戸
千

楯
を
中
心
と
す
る
奴
傳
舎
社
中
と
親
交
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認

さ
れ
て
い
る（
４
）。

後
述
す
る
岡
本
宣
顕
や
宇
田
耕
も
大
平
の
門
人

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
乙
訓
に
お
け
る
大
平
の
影
響
が
注
目
さ

れ
る
。

　

佐
佐
木
信
綱
（
一
八
七
二
～
一
九
六
三
）
は
『
歌
学
論
叢
』

に
お
い
て
「
歌
学
者
と
し
て
の
六
人
部
是
香
」
と
題
し
て
六
人

部
是
香
に
一
章
を
割
い
て
い
る
。
佐
々
木
は
『
篶す
ず
の
ゆ
う
し
で

廼
木
綿
垂
』

に
つ
い
て
「
そ
の
長
歌
の
書
き
様
の
一
見
識
あ
る
に
注
意
し
て

ゐ
た
」、『
長
歌
玉
琴
』
に
つ
い
て
「
そ
の
卓
見
に
富
ん
で
、
類

著
中
異
彩
を
放
つ
て
ゐ
る
も
の
あ
る
を
知
り
得
た
」
と
是
香
を

高
く
評
価
し
て
お
り
、「
そ
の
後
種
々
彼
に
就
い
て
調
べ
、
又

先
頃
京
阪
の
秋
を
探
つ
た
序
に
、
是
香
の
裔
な
る
向
（
マ
マ
）神
社
社
司

六
人
部
是
暉
氏
を
向
日
町
に
訪
ひ
、
そ
の
門
人
な
り
し
安
部
野

神
社
社
司
渡
邊
敏
雄
氏
に
大
阪
に
会
う
て
、
是
香
の
遺
稿
を
視
、

そ
の
逸
事
を
聞
く
を
得
た
。」
と
是
香
の
書
物
を
見
る
た
め
に

向
日
町
を
訪
れ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る（
５
）。
是
香
の
歌
学
と
和
歌

が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
よ
う
。

　

是
香
は
向
日
町
に
も
家
塾
を
開
き
、
京
都
の
自
宅
で
歌
会
を

開
く
だ
け
で
な
く
、
向
日
町
で
開
か
れ
る
歌
会
に
も
出
席
し

た（
６
）。
乙
訓
の
人
々
は
、
是
香
を
通
じ
て
京
都
の
一
流
の
文
化
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

岡
本
宣の
ぶ
あ
き顕

と
岡
本
宣
盛
は
兄
弟
で
、
共
に
文
政
十
三
年
か
ら
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嘉
永
五
年
ま
で
、『
平
安
人
物
志
』
文
雅
の
部
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
以
下
に
「『
平
安
人
物
志
』
掲
載
諸
家
関
連
短
冊
に
お

け
る
解
説
」
を
そ
れ
ぞ
れ
引
用
す
る
。

　
　

�

岡
本
宣
顕
（
天
明
五
年
～
文
久
二
年
） 

文
雅
家
。
宣
顕
字

は
士
慎
、
幼
名
国
二
郎
後
九
十
郎
、
弥
兵
衛
と
称
し
た
。

号
は
南
岡
、
後
に
晴
（
或
は
静
）
軒
、
京
都
の
人
、
岡
本

晦
亭
（
宣
休
）
の
嫡
子
天
明
五
年
十
月
十
五
日
生
、
洛
西

神
足
村
に
住
し
油
屋
を
業
と
す
る
か
た
わ
ら
文
雅
を
嗜
み
、

本
居
大
平
の
門
に
入
り
歌
を
学
ん
だ
。
文
久
二
年
八
月
六

日
没
、
年
七
十
八
。
法
名
晴
軒
戒
誉
浄
傅
禅
定
門（
７
）。

　
　

�

岡
本
宣
盛
（
～
文
久
二
年
） 

文
雅
家
。
諱
は
宣
盛
、
小
名

松
之
介
、
北
阜
と
号
し
三
郎
兵
衛
と
称
し
た
。
岡
本
宣
顕

の
弟
、
同
族
岡
本
高
興
の
嗣
と
な
り
神
足
村
の
大
庄
屋
を

つ
と
め
た
。
文
久
二
年
八
月
十
一
日
没
、
年
六
十
八
法
名
、

洗
心
斎
放
誉
浄
光
禅
定
門（
８
）。

　

中
小
路
宗
孝
は
『
向
日
里
人
物
志
』
に
「
向
日
里
南
西
長
岡

神
主
」
と
あ
り
、
長
岡
天
満
宮
の
神
官
で
あ
る
。

　

岡
崎
安
忠
は
俗
称
岡
崎
佐
吉
、
号
は
梅
亭
、
居
住
地
が
寺
戸

村
で
岡
田
義
方
門
人
と
あ
る
が
、『
向
日
里
人
物
志
』
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
人
々
よ
り
若
い
世
代
の
岡
崎
秀
雄
（
一
八
一
六
～

一
八
六
二
）
と
同
じ
一
族
か
も
し
れ
な
い
。

　

東
山
の
麓
に
住
み
、
富
士
谷
成
章
を
祖
と
仰
ぐ
近
世
和
歌
の

一
派
、
北
辺
門
の
歌
人
で
太
田
垣
蓮
月
ら
と
の
交
遊
も
あ
っ
た

秀
雄
は
、
向
日
町
寺
戸
村
の
庄
屋
出
身
で
、
鳥
羽
屋
九
郎
兵
衛

の
門
人
と
し
て
記
録
が
残
っ
て
い
る（
９
）。
京
都
の
人
と
見
な
さ
れ

が
ち
な
秀
雄
を
育
ん
だ
の
が
、
乙
訓
の
文
化
サ
ロ
ン
で
あ
っ
た

こ
と
は
、
も
っ
と
注
目
さ
れ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。

　

源
水
穂
は
鳥
羽
屋
九
郎
兵
衛
（
桜さ
く
ら
の
や居）、
是
香
の
重
要
な
門

人
の
一
人
で
あ
る
。
絞
油
業
を
営
ん
で
い
た
鳥
羽
屋
は
、
乙
訓

の
人
々
が
集
う
場
所
と
し
て
文
化
サ
ロ
ン
の
役
割
を
果
た
し
て

い
た
が
、
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
に
家
督
相
続
し
た
九
代
目

九
郎
兵
衛
は
特
に
学
問
に
熱
心
で
あ
り
、
桜
居
と
号
し
て
六
人

部
是
香
に
国
学
と
和
歌
を
学
び
、
上
代
様
の
筆
法
家
と
し
て
知

ら
れ
、
奉
公
人
に
も
学
問
文
芸
を
奨
励
し
て
い
た
。

　

宇
田
耕
（
～
一
八
五
〇
）
は
貞
造
ま
た
は
貞
蔵
、
利
起
と
い
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い
、
儒
医
で
勤
皇
家
と
し
て
知
ら
れ
る
宇
田
栗
園
（
一
八
二
六

～
一
九
〇
一
）
の
父
で
あ
る
。
宇
田
家
と
和
歌
に
つ
い
て
は
次

節
で
述
べ
る
。

三　

宇
田
家
と
和
歌

　

勤
皇
家
と
し
て
知
ら
れ
、
歌
人
と
し
て
は
歌
集
『
栗
廼
花
』

が
あ
る
宇
田
栗
園
（
一
八
二
六
～
一
九
〇
一
）
は
、
乙
訓
の
宇

田
家
が
輩
出
し
た
人
物
で
あ
る
。

　

神
足
村
出
身
の
栗
園
は
『
文
久
二
十
六
家
絶
句
』
に
そ
の
作

品
が
収
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
も
と
も
と
和
歌
で
は
な
く
漢

詩
で
名
を
知
ら
れ
て
い
た
。
京
都
に
や
っ
て
来
た
梁
川
星
巌
に

就
き
、
星
巌
が
安
政
の
大
獄
直
前
に
亡
く
な
る
と
、
地
元
乙
訓

で
漢
詩
を
広
め
る
の
に
貢
献
し
た
。

　

明
治
十
五
年
、
乙
訓
の
詩
人
た
ち
が
出
版
し
た
漢
詩
集
『
西

岡
風
雅
』
に
、
栗
園
は
七
言
絶
句
四
首
か
ら
な
る
題
辞
を
寄
せ

て
い
る
。
詩
の
中
で
栗
園
は
「
恍
然
一
夢
十
余
春
」
と
詩
社
を

主
宰
し
て
い
た
こ
ろ
を
懐
か
し
ん
で
お
り
、
既
に
漢
詩
で
は
な

く
和
歌
を
詠
む
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
栗
園
が

和
歌
に
転
じ
た
の
は
、
勤
皇
家
と
し
て
、
ま
た
京
都
留
守
居
と

し
て
ふ
さ
わ
し
い
文
芸
だ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

既
に
明
治
十
年
、
明
治
天
皇
は
京
都
に
残
し
た
旧
貴
族
が
家

職
に
励
む
よ
う
、
歌
会
を
持
つ
こ
と
を
岩
倉
具
視
に
提
案
し
て

い
た
。
現
在
も
続
い
て
い
る
向
陽
会
で
あ
る
。
栗
園
は
岩
倉
具

視
の
推
薦
に
よ
っ
て
向
陽
会
の
初
代
幹
事
と
な
っ
た（
（1
（

。

　

維
新
後
も
優
れ
た
官
僚
と
し
て
多
く
の
仕
事
を
成
し
遂
げ
て

き
た
栗
園
は
、
向
陽
会
の
幹
事
も
二
十
余
年
間
に
わ
た
っ
て
勤

め
上
げ
た
の
で
あ
る
が
、
い
か
に
事
務
能
力
に
優
れ
て
い
た
と

し
て
も
、
和
歌
を
家
職
と
す
る
旧
貴
族
の
歌
会
の
幹
事
を
す
る

と
い
う
の
は
、
並
大
抵
の
こ
と
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ

が
で
き
た
の
は
、
父
利
起
こ
と
宇
田
耕
が
『
向
日
里
人
物
志
』

の
和
歌
に
名
前
を
挙
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
和
歌
を
詠
む
人
で

あ
っ
た
こ
と
、
引
い
て
は
和
歌
が
盛
ん
で
あ
っ
た
乙
訓
の
文
化

的
環
境
が
役
立
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

黒
田
譲
『
名
家
歴
訪
録
』
で
栗
園
は
次
の
様
に
語
っ
て
い
る
。

　
　

�
亡
父
は
医
学
を
海
上
随
甌
―
―
之
は
京
都
で
初
め
て
蘭
法

を
用
ひ
た
人
で
―
―
に
、
読
書
は
伊
藤
東
所
に
学
び
、
国
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学
は
本
居
大
平
に
つ
き
、
そ
れ
で
田
舎
で
医
業
を
し
な
が

ら
、
旁
ら
漢
籍
国
書
を
楽
し
ん
で
ゐ
ま
し
た
。
ま
た
私
は

医
術
を
豊
後
か
ら
出
た
宗
真
哉
に
受
け
、
読
書
は
巌
垣
松

苗
の
門
人
で
、
十
九
歳
頃
か
ら
同
じ
西
岡
在
で
、
向
日
町

の
東
に
当
た
る
土
川
村
と
い
ふ
に
寓
居
し
て
、
こ
ゝ
で
藪

医
者
を
や
つ
て
居
ま
し
た
の
で
。
元
来
亡
父
は
大
平
の
門

人
で
歌
を
詠
み
ま
し
た
か
ら
、
汝
も
や
れ
と
の
こ
と
で

十
一
二
の
時
作
っ
て
見
ま
し
た
が
、
兄
共
は
皆
詩
を
や
つ

て
、
自
分
も
其
方
が
面
白
く
な
り
、
夫
か
ら
は
詩
ば
か
り

作
つ
て
居
る
と
、
丁
度
星
巌
翁
が
晩
年
に
京
都
へ
参
ら
れ

ま
し
た
の
で
、
夫
か
ら
其
門
に
入
て
益
々
詩
を
作
り
ま
し

た（
（1
（

。

こ
の
発
言
か
ら
、
宇
田
耕
が
篤
胤
入
門
以
前
の
六
十
部
是
香
や

岡
本
宣
顕
と
同
じ
く
、
本
居
大
平
の
門
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
神
足
宇
田
家
に
大
平
の
短
冊
や
「
本
居
大
平
子
日
歌
切
」

が
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
も
、
こ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
。

　

ま
た
宇
田
家
に
は
、
先
述
の
六
人
部
是
香
を
輩
出
し
た
向
日

神
社
と
は
、
単
に
同
じ
乙
訓
に
住
ま
い
す
る
と
い
う
以
上
の
深

い
結
び
つ
き
が
あ
っ
た
。

　

日
浅
忠
行
氏
に
よ
る
と
、
宇
田
家
の
先
祖
、
岸
坊
法
印
安
清
、

快
晴
親
子
は
実
相
院
門
跡
に
坊
官
と
し
て
仕
え
て
い
た
。
元
禄

四
年
に
門
跡
義
延
が
罷
免
さ
れ
た
の
に
連
座
し
て
岸
坊
家
は
つ

ぶ
さ
れ
、
快
晴
は
追
放
と
な
り
、
禁
裏
御
所
修
理
職
に
あ
っ
た

弟
の
快
直
も
職
を
追
わ
れ
、
西
岡
鶏
冠
井
村
に
居
を
移
す
こ
と

に
な
っ
た
。
快
直
は
四
十
年
に
わ
た
っ
て
帰
参
を
嘆
願
す
る
が

か
な
わ
ず
、
そ
の
子
快
晃
は
男
子
を
全
員
京
都
の
古
義
堂
に
通

わ
せ
、
儒
学
・
儒
医
と
し
て
の
宇
田
家
の
基
礎
を
作
っ
た（
（1
（

。

　

宇
田
家
が
実
相
院
門
跡
家
臣
に
復
帰
し
た
の
は
百
年
以
上
後

の
宇
田
耕
の
代
で
あ
る
。
文
化
四
年
、
祖
父
快
直
の
無
念
を
話

し
た
耕
に
、
六
人
部
節
香
が
助
力
を
申
し
出
て
実
現
し
た
。
節

香
の
申
し
出
を
聞
い
た
と
き
、
耕
は
喜
び
の
余
り
手
足
の
震
え

が
止
ま
ら
な
か
っ
た
と
い
う（
（1
（

。

  

六
人
部
節
香
と
宇
田
耕
は
共
に
『
向
日
町
人
物
志
』
の
和
歌

の
部
に
名
が
上
が
っ
て
い
る
。
耕
が
和
歌
を
嗜
ん
だ
の
は
、
節

香
と
の
関
係
も
影
響
し
た
の
で
は
な
い
か
。
両
家
の
結
び
つ
き

を
考
え
れ
ば
、
六
人
部
是
香
も
し
ば
し
ば
出
席
し
た
と
い
う
向

日
町
で
の
歌
会
に
、
宇
田
家
の
人
々
が
無
関
心
で
あ
っ
た
と
は
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考
え
難
い
。
是
香
亡
き
後
も
、
宇
田
家
は
神
道
で
御
霊
祭
り
を

行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
短
冊
が
残
さ
れ
て
お
り（
図
１
）、
宇
田
家

と
六
人
部
家
と
の
特
別
な
結
び
つ
き
が
長
く
続
い
て
い
た
こ
と

を
窺
わ
せ
る
。

　

元
来
儒
学
の
家
で
あ
る
宇
田
家
か
ら
、
漢
詩
で
は
な
く
和
歌

を
嗜
ん
で
い
た
耕
や
、
漢
詩
人
と
し
て
名
を
知
ら
れ
て
い
た
が

和
歌
に
転
じ
て
向
陽
会
の
初
代
幹
事
も
務
め
た
栗
園
と
い
う
人

物
が
出
た
の
は
、
乙
訓
に
お
け
る
国
学
・
和
歌
の
重
要
な
拠
点

で
あ
っ
た
向
日
神
社
と
の
強
い
結
び
つ
き
が
そ
の
背
景
と
し
て

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

四　

宇
田
家
所
蔵
短
冊
に
つ
い
て

　

宇
田
栗
園
に
は
歌
集
『
栗
廼
花
』
が
あ
り
、
高
崎
正
風
ら
と

共
に
御
歌
所
派
の
歌
人
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、

栗
園
以
外
の
宇
田
家
の
人
々
や
、
乙
訓
歌
壇
の
和
歌
は
こ
れ
ま

で
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

今
回
報
告
す
る
宇
田
家
所
蔵
短
冊
は
、
白
紙
四
枚
を
含
め

五
一
一
枚
、
宇
田
家
を
中
心
と
し
て
乙
訓
歌
壇
を
知
る
こ
と
の

で
き
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
そ
の
全
体
は
次
に
掲
げ
る
表
を

参
照
さ
れ
た
い
が
、
和
歌
の
他
に
、
絵
画
二
十
一
枚
、
漢
詩
一

枚
を
含
む
。
ま
た
、
短
冊
以
外
に
懐
紙
一
枚
が
あ
る
。
な
お
、

こ
の
表
は
向
日
市
文
化
資
料
館
に
よ
る
も
の
に
筆
者
が
若
干
の

修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
り
、
数
字
は
通
し
番
号
で
あ
る
。

　

以
下
、
注
目
に
値
す
る
も
の
を
い
く
つ
か
紹
介
し
、
宇
田
家

所
蔵
短
冊
の
概
容
を
示
し
た
い
。

四
―
一　

作
者
と
そ
の
歌

　
　
　

古
稀
を
祝
う
歌

　
　

１　

古
稀
の
年
を
む
か
ひ
て

　
　

�　
　

�
む
か
し
よ
り（
利
）稀

な
る
年
を
す
こ
し
き
て
思
ひ
を
と（
登
）け

図１
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ぬ
身
こ
そ
は
つ
か（
可
）し　

弘（
図
２
）

　
　

２　

古
稀
の
年
を
む
か
ひ
て

　
　

�　
　

�

む
か
し
よ
り（
利
）稀
な
る
年
を
す
こ
し
き
て
思
ひ
を
と（
止
）け

ぬ
身
こ
そ
は
つ
か（
加
）し　

弘（
同
上
）

　
　

３　

古
稀
の
年
を
む
か
ひ
て

　
　

�　
　

�

む
か
し
よ
り（
り
）ま
れ
な
る
年
を
す
こ
し
き
て
思
ひ
を
と（
登
）

け
ぬ
身
こ
そ
は
つ
か（
可
）し　

弘（
同
上
）

　

 �［
裏
］�

七
十
路
の
老
の
よ
は
ひ
を
妻
や
子
か
祝
ふ
こ
の
日
そ

う
れ
し
か
り
け
る（
図
３
）

　

１
～
24
の
24
員
は
署
名
か
ら
宇
田
弘ひ
ろ
む（
？
～
一
九
二
四
）
で

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
１
か
ら
３
は
同
一
の
歌
で
あ
る

が
、
仮
名
の
字
母
が
異
な
る
部
分
を
（　

）
で
示
し
た
。
詞
書

か
ら
、
こ
れ
ら
は
古
稀
の
祝
い
に
配
布
す
る
た
め
用
意
し
た
も

の
の
残
部
で
、
３
は
そ
の
宴
の
席
で
思
い
つ
い
た
歌
を
裏
に
書

き
付
け
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
１
・
２
に
つ
い
て
は
中
央
部

で
二
つ
折
り
さ
れ
た
跡
が
あ
り
、
郵
送
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

図２

図３
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宇
田
弘
の
代
表
歌

　
　

５　
�

色
々
の
花
も
ひ
と
つ
に
咲
み
ち
て
け
し
き
の
と
け
き

野
辺
の
夕
く
れ　

弘（
図
４
）

　

 

［
裏
］
府
下
乙
訓
郡
新
神
足
村
字
神
足　

宇
田
弘（
図
５
）

　
　

15　

�

色
々
の
花
も
ひ
と
つ
に
咲
み
ち
て
け
し
き
の
と
け
き

野
辺
の
夕
く
れ　

弘

　

 

［
裏
］
府
下

　
　

20　

�

遠
近
の
花
に
ひ
か
れ
て
春
の
日
の
く
る
ゝ
も
し
ら
て

あ
そ
ひ
ぬ
る
か
な　

弘（
図
６
）

　

 

［
裏
］
大
津
町
字
西
今
颪
四
十
三
番
屋
敷　

摩
島
房
彦（
図
７
）

　
　

21　

終
日
見
花

　
　
　
　

�

遠
近
の
花
に
ひ
か
れ
て
春
の
日
の
く
る
ゝ
も
し
ら
て

あ
そ
ひ
ぬ
る
か
な　

弘

　

 

［
裏
］
京
都
府
乙
訓
郡
神
足
村　

宇
田
弘

図７ 図６

図５ 図４
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「
色
々
の
」「
遠
近
の
」
の
二
首
は
複
数
員
あ
り
、
弘
が
自
身

の
代
表
歌
だ
と
思
っ
て
い
た
ふ
し
が
あ
る
。
裏
面
に
住
所
が
あ

る
の
は
歌
会
に
提
出
し
た
り
人
に
贈
っ
た
り
し
た
も
の
の
残
部

で
あ
ろ
う
。
20
の
裏
面
に
は
摩
島
房
彦
の
名
が
あ
る
が
、
21
の

歌
と
同
一
な
の
で
、
あ
る
い
は
摩
島
房
彦
が
弘
に
揮
毫
を
依
頼

し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
大
津
の
摩
島
房
彦
と
い
う
人
物

は
不
明
だ
が
、
京
都
の
儒
者
摩
島
松
南
の
縁
者
か
。

　
　
　

追
悼
歌

　
　

�

30　

�

去
年
の
秋
と
も
に
な
か
め
し
面
影
を
そ
て
に
あ
つ
め

て
し
ほ
る
夕
露　

是
愛（
図
８
）

　
　

38　

�

白
露
と
き
え
に
し
友
を
し
の
ふ
れ
は
こ
ゝ
ろ
し
を
る
ゝ

秋
の
ゆ
ふ
く
れ  

察
聞（
図
９
）

　
　

128　

�

み
ち
し
あ
ら
は
た
つ
ね
を
ゆ
か
む
君
か
あ
り
か
に
め

く
り
こ
し
け
ふ
の
夕
の
つ
ゆ
に
ぬ
る
と
も　

宣
忠
（
（図

（
図

　
　

337　

�

お
も
ひ
き
や
手
元
は
な
さ
ぬ
幼
子
に
遠
き
旅
路
を
独

さ
す
と
は　

稚
苗
（
（図

（
図

図９図10図11 図８
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30
の
是
愛
は
六
人
部
是
愛
、
38
の
察
聞
は
長
岡
京
市
東
神
足

に
あ
る
大
悲
山
観
音
寺
の
僧
侶
で
あ
る
。
128
は
旋
頭
歌
で
、
宣

忠
は
岡
本
宣
忠
。
こ
れ
ら
は
そ
の
内
容
か
ら
、
弔
問
の
歌
で
あ

る
が
、
同
じ
短
冊
に
記
さ
れ
て
い
る
た
め
同
時
期
の
作
だ
と
推

測
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
追
悼
歌
の
返
歌
は
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
337
は

宇
田
家
の
人
物
に
よ
る
追
悼
歌
で
あ
る
。
稚
苗
は
宇
田
善
継
（
後

述
）、歌
意
か
ら
ま
だ
幼
い
子
供
を
亡
く
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
短
冊
か
ら
、
乙
訓
の
人
々
が
、
祝
い
事
や
悲
し
み

が
あ
る
た
び
に
和
歌
を
贈
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
　

岡
本
宣
忠
と
の
交
流

　
　

91　

寄
萩
懐
旧

　
　

�　
　

�

あ
な
か
な
し
ふ
る
枝
の
真
萩
さ
き
ぬ
れ
と
む
か
し
の

あ
き
は
か
へ
ら
さ
り
け
り　

宣
忠
（
（図

（
図

　
　

�

92　

�

秩
父
嶺
の
み
ゆ
き
も
き
え
て
荒
川
の
な
み
も
の
と
け

く
に
ほ
ふ
花
か
な　

宣
忠
（
（図

（
図

　

 

［
裏
］
平
安
城
西
長
岡
里
人
岡
本
弥
平
（
（図

（
図

図12図14図15 図13
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�

180　

�

成
之
う
し
の
柴
の
戸
を
さ
し
て
な
か
む
る
山
の
端
に

暮
ゆ
く
そ
ら
を
ま
つ
よ
ひ
の
月
と
聞
え
ゐ
ひ
け
れ
は

　
　
　
　

�

黄
昏
に
と
さ
し
も
や
ら
ぬ
柴
の
戸
は
つ
き
見
に
来
よ

の
こ
ゝ
ろ
な
る
ら
め　

弥
平
（
（図
（
（図

（
図

　

宇
田
家
の
も
の
以
外
で
最
も
多
い
の
は
岡
本
家
の
短
冊
で
、

両
家
の
交
流
が
窺
え
る
。
中
で
も
多
い
の
は
宣
忠
（
弥
平
）
で

九
十
員
に
上
る
。
岡
本
宣
忠
は
長
岡
宮
城
遺
址
創
設
会
の
一
人
、

「
長
岡
宮
城
私
考
」
を
記
し
、
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）

の
平
安
京
遷
都
千
百
年
記
念
事
業
に
あ
た
っ
て
長
岡
宮
城
大
極

殿
遺
址
の
石
碑
建
立
に
尽
力
し
た
人
物
で
あ
る（
（1
（

。

　

91
は
「
愚
詠　

岡
本
宣
忠
再
拝
」
と
記
し
た
包
み
紙
が
残
っ

て
お
り
（
（図

（
図

、
92
・
176
は
裏
面
に
住
所
氏
名
が
記
さ
れ
て
い
る
（
（図

（
図

。
180

は
成
之
（
宇
田
善
継
）
の
歌
に
対
す
る
返
歌
で
あ
り
、
弥
平
と

善
継
の
和
歌
を
通
じ
た
交
流
が
窺
え
る
。

四
―
二　

和
歌
の
指
導
者

　
　
　

稚
苗
＝
若
苗
＝
宇
田
善
継

　

宇
田
家
所
蔵
短
冊
で
最
も
多
い
の
は
、
稚
苗
の
九
十
員
で
あ

り
、
若
苗
も
比
較
的
多
く
三
十
五
員
あ
る
。
両
者
は
字
体
が
酷

似
し
て
お
り
、
409
の
よ
う
に
若
苗
の
短
冊
の
裏
に
稚
苗
の
和
歌

が
書
き
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
一
人
物
だ
と
推
測
さ

れ
る
。

図16図17
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�

409　

�

降
み
た
す
あ
し
の
葉
音
の
し
つ
ま
り
て
沖
に
す
き
ゆ

く
ゆ
ふ
立
の
雨　

若
苗
（
（図

（
図

　

 

［
裏
］�

春
祝　

く
も
り
な
く
治
ま
る
御
代
の
た
め
し
と
や
四

方
の
霞
の
い
ろ
の
ゆ
た
け
さ　

稚
苗
（
（図

（
図

　

ま
た
、
成
之
の
次
の
歌
、

　
　

270　

暮
秋
鹿

　
　
　
　

�

木
の
葉
ち
る
峰
に
妻
こ
ふ
さ
を
し
か
の
立
と
あ
ら
は

に
秋
そ
暮
ゆ
く　

成
之
（
（図

（
図

と
ほ
ぼ
同
じ
歌
が
、
若
苗
の
短
冊
（�

305
）
の
裏
に
存
在
す
る
。

　

 

［
裏
］
暮
秋
鹿

　
　

�

木
の
葉
ち
る
峰
に
妻
こ
ふ
小
男
鹿
の
立
と
あ
ら
は
る
秋
そ

く
れ
ゆ
く　

若
苗
（
（図

（
図

図19 図18

図20
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こ
の
こ
と
か
ら
、
成
之
は
若
苗
だ
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

る
。

　

ま
た
、
神
足
宇
田
家
の
別
の
短
冊
に
稚
苗
の
も
の
が
あ
り
、

裏
面
に
「
善
継
」
と
記
し
た
も
の
が
複
数
存
在
す
る
こ
と

（
（図

（図2


（図

（
図

か
ら
、

稚
苗
・
若
苗
・
成
之
は
同
一
人
物
で
宇
田
善
継
（
～

一
八
六
二
）
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

　

善
継
は
元
吉
、
振
々
斎
、
宇
田
耕
の
長
男
で
栗
園
の
兄
に
当

た
る
。
儒
医
で
あ
る
が
、
神
足
村
実
相
院
の
領
民
紛
争
を
調
停

す
る
な
ど
、
地
元
の
指
導
者
的
な
存
在
で
あ
っ
た
。
文
雅
の
面

で
は
大
部
な
詩
稿
を
残
し
て
い
る
。
栗
園
は
兄
の
影
響
で
漢
詩

を
詠
む
よ
う
に
な
っ
た
と
語
っ
て
い
る
が
、
善
継
は
和
歌
も
詠

み
、
こ
の
よ
う
に
大
量
の
短
冊
を
残
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　

稚
苗
・
若
苗
と
松
苗

　

稚
苗
・
若
苗
は
ど
ち
ら
も
幼
い
苗
と
い
う
意
味
の
号
で
あ
る

が
、
こ
こ
で
思
い
出
さ
れ
る
の
は
岩
垣
東
園
、
別
号
松
苗
で
あ

る
。
岩
垣
東
園
（
一
七
七
四
〜
一
八
四
九
）
は
京
都
の
人
、
西

尾
杏
庵
の
子
で
、
岩
垣
竜
渓
に
学
ん
で
養
子
と
な
っ
た
。
古
学

図21図22
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を
唱
え
、
ま
た
国
史
に
通
じ
た
。『
平
安
人
物
志
』
文
化
十
年

版
で
は
儒
家
、
文
政
五
年
版
で
は
儒
家
と
詩
の
部
に
名
前
が
記

載
さ
れ
て
い
る
。

　

先
に
引
用
し
た
『
名
家
歴
訪
録
』
で
栗
園
は
「
読
書
は
巌
垣

松
苗
の
門
人
で（
（1
（

」
と
語
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に

神
足
宇
田
家
に
は
「
岩
垣
松
苗
七
絶
」
が
伝
わ
る
。
宇
田
耕
は

本
居
大
平
の
門
人
だ
っ
た
が
、
大
平
は
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）

に
没
し
て
い
る
か
ら
、
栗
園
だ
け
で
な
く
善
継
も
岩
垣
松
苗
か

ら
和
歌
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
松
苗

の
門
人
と
し
て
名
乗
っ
た
と
推
測
す
れ
ば
、
稚
苗
・
若
苗
す
な

わ
ち
幼
い
苗
と
い
う
意
味
の
号
が
説
明
で
き
る
の
で
あ
る
。

四
―
三　

歌
が
詠
ま
れ
た
場

　

先
述
し
た
よ
う
に
、
乙
訓
の
人
々
は
祝
い
事
や
弔
問
と
い
っ

た
人
生
の
節
目
で
和
歌
の
や
り
と
り
を
し
て
い
た
が
、
そ
の
他

に
は
ど
の
よ
う
な
形
で
和
歌
を
詠
ん
で
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

今
回
調
査
し
た
の
と
は
別
の
神
足
宇
田
家
の
短
冊
に
は
安
政

五
年
（
一
八
五
八
）
に
行
わ
れ
た
歌
会
の
も
の
が
あ

（
（図

（図2


（図

（
図

る
。
今
回

調
査
し
た
も
の
の
中
に
も
歌
会
に
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る

も
の
が
あ
る
。

　

例
え
ば
、
石
陰
と
い
う
署
名
の
あ
る
短
冊
の
一
員
は
、

　
　

421　

露
底
虫

　
　
　
　

�
野
辺
み
れ
は
置
つ
ゆ
白
し
鳴
虫
の
か
し
ら
の
霜
と
さ

え
や
し
ぬ
ら
ん  

石
陰
（
（図

（
図

図23図24
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と
題
詠
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
裏
面
に
は
朱
筆
で

　
　

匿
名
第
四　

弘
君

（
（図

（図2


（図

（
図

と
あ
っ
て
、
匿
名
で
票
を
入
れ
る
歌
会
の
た
め
に
一
時
的
な
号

を
用
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

短
冊
の
中
に
は
折
り
目
が
残
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
二
つ

折
り
、
四
つ
折
り
も
あ
る
が
三
つ
折
り
が
最
も
多
く
計
三
十
三

員
あ
る
。
こ
れ
ら
は
歌
会
の
た
め
に
郵
送
さ
れ
た
と
推
測
す
る

が
、
郵
送
で
は
な
く
席
上
で
探
題
が
行
わ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。

探
題
に
つ
い
て
は
山
本
啓
介
氏
が
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い

る
が
、
短
冊
を
折
っ
て
行
な
う
も
の
で
あ
る
。

　
　

�

こ
こ
で
は
、
宗
匠
が
そ
の
場
で
短
冊
に
題
を
書
き
、
そ
れ

を
三
つ
に
折
り
、
硯
の
蓋
に
入
れ
て
、
上
位
の
者
か
ら
順

に
そ
の
短
冊
を
探
ら
せ
る
と
し
て
い
る
。（
略
）
少
な
く

と
も
南
北
朝
期
以
降
に
は
、
こ
の
よ
う
に
短
冊
上
部
に
歌

題
を
記
し
、
そ
れ
を
折
り
た
た
ん
で
硯
蓋
に
入
れ
た
も
の

を
各
々
が
引
き
当
て
て
探
題
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら

れ
る（
（1
（

。

図25

図26図27
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今
回
ま
だ
そ
の
意
味
と
そ
れ
ぞ
れ
の
短
冊
の
関
係
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
裏
面
に
数
字
が
書
き
込
ま

れ
て
い
る
短
冊
も
多
く
、
歌
会
を
運
営
す
る
上
で
の
何
ら
か
の

記
号
だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
元
の
数
字

の
並
び
を
再
現
で
き
れ
ば
、
歌
会
の
参
加
者
や
歌
の
評
価
な
ど

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
繋
が
る
か
も
し
れ
な
い
。

五　

ま
と
め

　

以
上
、
甚
だ
蕪
雑
で
は
あ
る
が
今
回
調
査
し
た
宇
田
家
所
蔵

短
冊
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
短
冊
か
ら
は
宇
田
家
の
人
々
が
和

歌
を
通
じ
て
乙
訓
の
近
隣
の
人
々
と
交
流
し
て
い
た
こ
と
が
伺

え
た
。
最
も
多
く
の
短
冊
を
残
し
た
善
継
の
指
導
に
当
た
っ
た

人
物
に
つ
い
て
は
、
岩
垣
松
苗
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
ま
た
短

冊
の
痕
跡
か
ら
、
宇
田
家
の
人
々
が
歌
会
の
形
で
和
歌
を
楽
し

ん
で
い
た
と
推
測
し
た
。

　

乙
訓
歌
壇
の
研
究
に
当
た
っ
て
は
そ
の
史
料
の
確
保
が
急
務

で
あ
り
、
今
後
も
調
査
が
必
要
で
あ
る
。
今
回
の
調
査
に
当
た
っ

て
は
全
て
の
短
冊
を
翻
字
し
た
が
、
機
会
を
見
て
公
開
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

注（
１
）	

佐
佐
木
信
綱
「
歌
学
者
と
し
て
の
六
人
部
是
香
」『
歌
学
論
叢
』
博
文
館
、

一
九
〇
八
年
。

（
２
）	

向
日
市
文
化
資
料
館
蔵
、
明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）。

（
３
）	

多
田
吉
宏
家
所
蔵
、
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）、
写
本
。

（
４
）	

山
中
芳
和
「
六
十
部
是
香
の
国
学
学
び
に
お
け
る
篤
胤
学
の
受
容
」『
岡

山
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
研
究
集
録
』
第
151
号
、
二
〇
一
二
年
。

（
５
）	

１
に
同
じ

（
６
）	

向
日
市
文
化
資
料
館
平
成
二
十
五
年
度
企
画
展
「『
向
日
里
人
物
志
』

の
世
界

―
近
世
乙
訓
の
文
化
サ
ロ
ン

―
」
図
録
、
二
〇
一
三
年 

に
よ
る
。

（
７
）	

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ーhttp://db.nichibun.ac.jp/pc1/ja/

category/heian_tanzaku.htm
l

「「
平
安
人
物
志
」
掲
載
諸
家
関
連

短
冊
」
に
よ
る
。 

（
８
）	

７
に
同
じ
。

（
９
）	

６
に
同
じ
。

（
10
）	

新
稲
法
子
「
宇
田
栗
園
と
漢
詩
」『
和
漢
比
較
文
学
』
57
号
、

二
〇
一
六
年
。

（
11
）	
黒
田
譲
「
宇
田
栗
園
翁
」『
名
家
歴
訪
録
』
中
巻
、
一
九
〇
一
年
。

（
12
）	

日
浅
忠
行「
実
相
院
門
跡
坊
官
宇
田
家
と
そ
の
一
族
」『
乙
訓
文
化
遺
産
』、

二
〇
一
六
年
。
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（
13
）	

日
浅
忠
行
「
宇
田
家
文
書
『
宇
田
家
血
統
略
説
』
を
も
と
に
し
た
実
相

院
門
跡
坊
官
『
宇
田
家
由
緒
』
の
考
察
」、
二
〇
一
七
年
十
月
宇
田
淵

研
究
会
で
の
発
表
レ
ジ
ュ
メ
に
よ
る
。

（
14
）	
玉
城
玲
子
「
長
岡
宮
大
極
殿
跡
の
探
求
と
岡
本
爺
平
」『
京
都
に
お
け

る
歴
史
学
の
誕
生
―
日
本
史
研
究
の
創
造
者
た
ち
―
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書

房
、
二
〇
一
四
年
。

（
15
）	

11
に
同
じ
。

（
16
）	

山
本
啓
介
『
詠
歌
と
し
て
の
和
歌 

和
歌
会
作
法
・
字
余
り
歌
―
付
〈
翻

刻
〉
和
歌
会
作
法
書
―
』
新
典
社
二
〇
〇
九
年

　

貴
重
な
資
料
を
閲
覧
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
宇
田
家
の
方
々
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
調
査
に
あ
た
っ
て
は
向
日
市
文
化
資
料
館
に
御
協
力
い

た
だ
き
、
宇
田
淵
研
究
会
の
皆
さ
ん
か
ら
は
貴
重
な
御
意
見
や
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

― 78 ―



宇
田
家
所
蔵
短
冊
一
覧　

＊
資
料
館
作
成
の
も
の
に
加
筆
修
正
し
た
。
宇
田
家
の
人
物
の
没
年
は
日
浅
氏
情
報
に
よ
る
。

整
理
番
号

詠
者

姓
名

員

番
号

人
物
情
報

生
没

1

弘

宇
田
弘

24

1
～
24
5
裏
面
に
「
府
下
乙
訓
郡
新
神
足
村
字

神
足　

宇
田
弘
」

20
裏
に
「
大
津
町
字
西
今
颪
四
十
三
番

屋
敷　

摩
島
房
彦
」

21
裏
面
に
「
京
都
府
乙
訓
郡
神
足
村　

宇
田
弘
」

大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
84
歳
没

18

密

宇
田
退
蔵

1

25

明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
没

2

淵

宇
田
淵

1

26

明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
75
歳
没

3

よ
し
暉

六
人
部
是
暉

1

27

向
日
神
社
の
社
家
、
是
香
の
孫

弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
生

4

是
愛

是
香

是
盛

六
人
部
是
愛

六
人
部
是
香

六
人
部
是
盛
カ

411

28
～
31

3233

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
58
歳
没

5

察
聞　

55

34
～
88
観
音
寺
僧
侶

6

宣
顕

岡
本
宣
顕

2

89
・
90

7

宣
忠

岡
本
宣
忠

86

91
～
176
92
裏
面
に
「
平
安
城
西
長
岡
里
人　

岡

本
弥
平
」

176
裏
に
「
平
安
城
西
長
岡
里
人　

岡
本

弥
平
」

8

弥
平

岡
本
弥
平

4

177
～
180

9

直
躬

岡
本
直
躬

1

181

10

宣
行

岡
本
宣
行

2

182
・
183

11

宣
紹

岡
本
宣
紹

19

184
～
202
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整
理
番
号

詠
者

姓
名

員

番
号

人
物
情
報

生
没

14

宗
芳

中
小
路
宗
芳

5

203
～
207

15

宗
孝

中
小
路
宗
孝

1

208

16

宗
光

中
小
路
宗
光

9

209
～
217

17

正
雄

岡
崎
正
雄
カ

16

218
～
233

12

智
恵
子

閑
院
宮
智
恵
子
1

234

明
治
五
年
（
一
八
七
二
）

～
昭
和
二
十
二
（
一
九
四
七
）

13

蓮
月

太
田
垣
蓮
月

2

235
・
236

寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）

～
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）

19

周
延

1

237

20

髙
紹

岡
本
三
郎
兵
衛
19

238
～
256
246
裏
面
に
「
神
足　

岡
本
三
郎
兵
衛
」

21

弥
比
郎

4

257
～
260

22

徳
空

2

261
・
262

23

霊
淳

5

263
～
267

24

白
邦

1

268

25

成
之

14

269
～
282

26

忠
康

2

283
・
284

27

正
明

2

285
・
286

28

守
一

3

287
～
289

29

秀
一

3

290
～
292

30

若
苗

宇
田
善
継

35

293
～
327
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整
理
番
号

詠
者

姓
名

員

番
号

人
物
情
報

生
没

31

稚
苗

宇
田
善
継

92

328
～
419
宇
田
家
所
蔵
「
宇
田
淵
等
短
冊
一
括
」

の
稚
苗
の
短
冊
の
裏
に
「
善
継
」
と
あ

り

32

□
誠

1

420

金
へ
ん
に
覧
か

33

石
陰

宇
田
弘

2

421
・
422
421
裏
に
朱
で
「
匿
名
第
四　

弘
君
」
と

あ
り

34

秀
実
カ

2

423
・
424

35

白
檮

3

425
～
427

36

耕
人

9

428
～
436

37

貞
幹

18

437
～
454

38

幸
雄

1

455

39

直
孝

2

456
・
457

40

嘉
樹

6

458
～
463

41

松
月
／
□

4

464
～
467

42

□
□

1

468

43

―

17

469
～
485
名
前
の
記
載
な
し
、
稚
苗
・
成
之
・
弘
・

若
苗
の
作
あ
り

〔
白
紙
〕

4

486
～
489

〔
絵
画
〕

22

490
～
510
六
人
部
暉
峰
（
是
暉
の
二
女
）
あ
り

明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
生

〔
漢
詩
〕

1

511

西
樵

〔
懐
紙
〕

1

512

藤
原
徳
光

計
512

整
理
番
号

詠
者

姓
名

員

番
号

人
物
情
報

生
没

14

宗
芳

中
小
路
宗
芳

5

203
～
207

15

宗
孝

中
小
路
宗
孝

1

208

16

宗
光

中
小
路
宗
光

9

209
～
217

17

正
雄

岡
崎
正
雄
カ

16

218
～
233

12

智
恵
子

閑
院
宮
智
恵
子
1

234

明
治
五
年
（
一
八
七
二
）

～
昭
和
二
十
二
（
一
九
四
七
）

13

蓮
月

太
田
垣
蓮
月

2

235
・
236

寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）

～
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）

19

周
延

1

237

20

髙
紹

岡
本
三
郎
兵
衛
19

238
～
256
246
裏
面
に
「
神
足　

岡
本
三
郎
兵
衛
」

21

弥
比
郎

4

257
～
260

22

徳
空

2

261
・
262

23

霊
淳

5

263
～
267

24

白
邦

1

268

25

成
之

14

269
～
282

26

忠
康

2

283
・
284

27

正
明

2

285
・
286

28

守
一

3

287
～
289

29

秀
一

3

290
～
292

30

若
苗

宇
田
善
継

35

293
～
327
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